
　汚染源掘削調査の状況等について

　前号でお知らせしましたとおり、2月 22日に専門家からなる「国内における毒ガス

弾等に関する総合調査検討会」(座長：森田昌敏 (独)国立環境研究所統括研究

官)が開催され、コンクリート様の塊を安全に除去すること等を決定しました。

　これを受け、コンクリート様の塊の除去をいたしました。現在は、コンク

リート様の塊の下部の土壌の掘削を進めているところです。

　コンクリート様の塊の下部を掘り下げた後、地下水を一旦抜いて底部の状

況を確認する予定です。その際に除去した地下水は、適切に処理する予定です。

また、除去したコンクリート様の塊は、安全に砕いて内部を確認する予定です。

近隣の皆様には、引き続き調査に御理解、御協力宜しくお願い申し上げます。

※ 前記の他、掘削現場周辺等においてボーリング調査等の環境調査を別途行う

予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 17年 3月 11日撮影
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揚水調査について

 揚水調査に必要な水処理プラントの建設作業を 3月 7日から、開始致しました。

現在、基礎工事(砂利・鉄板敷き、盛土・側溝・フェンス等)、井戸の設置を実施し

ています。今後の作業予定は下記の通りです。

　・3月 7日～22日 基礎工事(砂利・鉄板敷き、盛土・側溝・フェンス等)

　・3月 17日～4月 7日機器・配管工事(プラント各機器設置、配管工事等)

　・3月 17日～4月 7日井戸の設置

※　3/21（祝）は作業をさせて頂きたいと思いますので、ご了承下さい。

※　車輌の通行予定は下記のとおりです。また、経路につきましては、近隣の皆

様とご相談させていただいたところ、別紙のようになりました。

時期 トラック種類 期間中の合計台数

3月 15日～19日 クレーン車

4 トン車
10 トン車
生コン車

2台
5台
50台
4台

3月 21日～26日 クレーン車

4 トン車
15 トン車
10 トン車

3台
18台
3台
10台

3月 28日～4月 2日 クレーン車

4 トン車
10 トン車

3台
14台
4台

お問い合わせ・御質問は下記の窓口へ御連絡下さい

日立造船　現場事務所　　　090－3350－7679

クボタ　環境リニューアル PT　03－3245－3654

環境省　環境リスク評価室　03－5521－8262
(http://www.env.go.jp)

茨城県　環境対策課　　　　029－301－2966
(http://www.pref.ibaraki.jp)

神栖町　環境課　　　　　　0299－90－1146
(http://business2.plala.or.jp/kamisu)

なお、関連する情報をお持ちの方は、環境省、茨城県、神栖町へご連絡頂けれ

ば幸いです。


